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太陽黒黙から地球への影響（2）
（プラネタリウム演出によう講演）
理學博士　　出　本　一　溝
　この黒黙の数が殖えて來ますと同時に黒黙の個々の髄の大きさも大きくなっ
て來ます・今日この頃は非常に形が大きくなって，時々は望遠鏡なしに肉眼で
もその黒頭の一つや二つが太陽の中に見えることがあります．尤も眞書中非常
に輝いて居る太陽の中に我々が肉眼で取調を見つけ出すことは，それはむつか
しいですけれど，例へば朝東から太陽が現れて，まだ光の弱い時，或は夕：方西
へ渡する頃に，太陽の光が薄くなった時を利用して目で見ますと，時々黒熊が
見えることがあります．又，色ガラスを使ったり，煙ガラスを使ったりすれば
容易に見えるものです・さてこの黒貼といふものは何であるか，何度も出て來
る問題ですが，分らないのです・唯併し色々二二を撮って見たり，（後で御賢に
入．れますが）光を分析してみたりしますと，黒黒占は一種の渦巻のやうなもので
す．皆さん御存じの如く，夏の頃には日本の附近に購風が現れて來て，さうし
てあっちこっちを荒し廻りますが，之と同様，太陽を包んで居る色々なガスが
渦巻を趙して，その儘太陽のあちらこちらを動き廻るといふやうなものが黒瓢
だと思はれます．太陽面上で黒瓢の部分は温度が一寸低いのです・一高太陽と
いふものは下愚が温度の高いもので，一番内部の眞申割りでは概氏の旧聞計で
いぴましても何千萬度，3，000萬度，4，000萬度といはれてゐますが，勿論それ
は目に見える部分ではなV・．目に見える外側では約6，000度位のものだといは：
れて居ます．ところが黒窯はそれよりもう少し温度が低いので，4，000度位のも
のだと測定されてるます。4，000度にした所で大したもので，趣も我々の手に鯛
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れる事が出來なV・程熱い所でありまずけれど，それよりも，附近に6，000度の熱
い所があるもんだから目で見ますと，其れは黒いやうに見えるのです・「黒鐵」
と言葉ではいひますけれど，三際は左程黒いものではないのです．黒黙だけの
光を集めて見ますと，矢つ張り満月の光の何千倍といふ程明るいものでありま
す．それから黒鐵の中には色々不思議なガスがありまして，そのガスが大攣な
蓮動をして居りますが，その温度やら或はその蓮動の爲に，特にその黒貼附近の
ガスは三三を帯びてゐます．一艦総て此の宇宙にあるものは三三を持ってるる
講ですけれど，平生は中和してゐます．ところが太陽では温度の高い爲にその
電氣が陰電氣と陽二三に分れてしまひまして，別々になったまSで大きな蓮動
をして三春を巻いてゐます．このガスが渦をまV・て居る爲に黒鮎の一つ一一一つが
一種の磁石のやうな働を持って居ります・その磁石の張さも實に強いのです・
地球も一一Ptの磁石ですがj地球の磁石性に比べますと，黒鐵の中には其の何百倍
何千倍といふ程の強さを持つた磁力が現れます．それが直接に或は問接に我が
地球に影響を及ぼすことがあるのです．地球が矢張り磁石であると同じやうに
文太陽も全艦として一つの磁石であります．黒窯がなくても太陽は地球の100
倍位の張さを持つた磁石です．けれども個々の黒顯は叉その太陽全鰹よりもま
だ何百倍も彊い磁石性を持って居ます．この磁石性の爲に地球はいふに及ばす
外の遊星に回しても電氣的に或は磁石的に影響を及ぼして居りますし，荷この
電氣を帯びた儘のガスが太陽から四方八方へ放射されて居ます。それが地球に
もやって來ます．詰り太陽は亭生私共が知ってゐますやうに光と熱とを四方八
方に放つだけでなく，四丁を四方八方に射出して居ます。それが地球へもやっ
て來ますから，帥ち之は所謂電流が流れて居ると同じやうな働きをして居ま
す．さうして地球に封しては，オ1ロ1うとV・ふ不思議な光が現れて來たり，
或は3く私共が持ってみるこの磁石の針をくるはすといふやうな，そういふ不思
議な現象も太陽の爲，殊に黒窯の爲に起るのです．何百年の昔，黒黙といふも
のが獲見されてから長い間，唯これは天文を學ぶ人は一種の趣味として黒黙を
見て居ったに過ぎませんでした．しかし，近頃は軍なる趣味とbふことでなし
に，もっと實用的な意味に於て黒貼が大事なものだといふことが分って來まし
た・殊に最近には，ラヂオの器械も段々焚達して來ましたし，その他（ラヂオ
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といへば無線電話ですが）無線電信にしても，或は有線の電氣通信にしても，
皆これが何等かの意味に於て太陽の影響を蒙って居ます．殊に黒鮎の影響を此
等が蒙って居るとV・ふことが分って來て居ます，皆様も御承知の通り，ラヂオ
を聴いて居ますと，書放逸を聴くのと夜回逡を聴くのとは聞え方が違ひます．
夜の方がはっきり聞えます．3く冬と夏は，夏よりも冬の：方がはっきり・聞えま
す．叉同じ夏の日にしても，雷さんが鳴ってゐますと，その爲にラヂオが色々
維晋を交へて來ます．詰り雑晋ですね，あの雑音といふものは直接叉は二二に
太陽の影響であります．一一ee太陽がなければラヂオなどは誠にはつきりと聞え
る筈なんですけれど（太陽がなければ別の理由で人が困る竜んだから，無理な
ことはいへませぬけれど），兎に角太陽といふものは非常に大きな電話的な力
を地球に與へて居るのであります．その外，地球上に於て殆んど総てのものが
黒鮎の影響を蒙って居るといっても差支ない程廣い範團に色々な刺戟を與へて
居ゆます．よく虚聞の方々でも，』私共でも，考へることですが，或は雨が降っ
たり晴れたり，塞くなったり，暑くなったり，i氣候の攣化，叉天汁の攣り方，
これなども黒鮎の爲に影響されて居るのではないかと思ひますけれども，この
方は少し事情が複維なので，まだはっきりと黒黒を見ただけで明日雨が降る，
明後日はどうなるとかいふことを豫言することは出励ませぬ．將來はそこまで
二二が進歩するかも知れないと思ひます．併し，今日から考へて，明日の天冠
を心配して見たり，明後日の天氣を心配するといふことだけならば，それは普
通の氣象學者が測候所或は二二毫でやって居られるやうな，氣堅を計って見た
り温度を計って見たり，風向を計って見たりすることで＋分行へるとも思ひま
す・けれどももっと先の方の三二豫報，或は來年の夏は暑いだらうか凍しいだ
らうかというて見たり，或は今度の冬は雪が多いだらうか少V・だらうかといふ
やうな心配をして見たりする．この1u長期の天氣豫報」になりますと，これは
どうしても総ての攣化の大本である太陽の研究，殊に黒貼の研究をしっかりや
らなければ，長期の天氣豫報は成功することはむつかしいと思ひます．アメリ
カ邊りでは今からもう数年前に（5，6年前に），この太陽の黒黙を調べたり，或
は太陽の熱を直接に調べたりして2，3年將來の天氣豫報をやった三者もありま
ず・それが或程度まで三って，大攣多く．の入kの賞讃を得たことがありますが
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さういふやうに，この純粋の天交論者の立場から濫用的な天応の豫報といふこ
とが二二るやうに段々なりっkあります・先程申しました通り，直接黒田とい
ふものが磁石の針をくるはしたり，或はオ1ロ｝ラを現はしたりすることは，
それは或程度まで二言が出鉱ます．殊に三二11年毎に二二が殖えたb減ったり
するといふことは見當をつけることが出來ます・從って，その方の直接三二的
な現象の二言はすることが出回るのです．私共も，三二、無線電信とか無線電
話，或は有線電信，有線電話の影響とV・ふ方も或程度まで警告を磯することが
出來るといふことは云へるのです．1さて，この太陽の：方の模様をもう少し鴇眞
を鳥して論明を附加へませう・
　今出て來ましたのは，これは大阪府にみる伊達さんといふ天文の熱心な観測
者が撮られた太陽の篇眞です・この頃の太陽は矢張りまん圓いあの形の上に，
小さな黒黙が絶えず田て居ります．これは数日前の爲眞でありまずけれど，よ
く注意して御覧になりますと何虚かこの邊に黒顯が出て居ます．太陽全艦と比
べて見ると，黒勲は鹸りに小さなもののやうですけれども，併し，決してその
膿の大きい小さいだけで判噺は掛來ないのです・何しろ電氣的なφの偉：力でい
ひましても大したものです．これは今から20年言前の爲眞でありますが，時々
はこんな大きなものが出て來るのです・
　次に，これは太陽の表面を水素のガスの光で撮った爲翼です・黒織がありま
ずけれど，その黒鐵を取巻V・て非常に複雑な模檬のやうなものが現れて居ま
す・水素ガスは輕いもので運動し易いものですから，太陽の表面でも非常に早
く，大きく運動をして居る模様が出て居ます．
　次に，これも二二の：・一つを三つ張の水素の光で撮ったものですが，こNに一”4
つ大きな二二があil　：’爾もう一iっこNにもあります・さうしてこれとこれとは
磁石の性質が正反i封でこっちが（正），こっちが（負）で，この遷に渦を巷いた線
が澤山あります．二二も維験がありませうが，例へば紙の上に鐡の粉を置きま
して，その衷；に磁石を置きますと鍼の粉が綺麗に並ぶことがあります．その並
び方と同じやうな並び方を此の水素ガスがして居ます．之を以て見ても，1｝瑠
といふものは電i氣的なものだといふことが分ります．かういふ爲眞を抽って見
2すと，ガスの動くことまで分って來ます．（つSN一く）
